
【目的】 

近年，3-ｸﾛﾛ-1,2-ﾌﾟﾛﾊﾟﾝｼﾞｵｰﾙ脂肪酸ｴｽﾃﾙ

(bound 3-MCPD)が，脂質の多い食品に含有さ

れていることが示された。bound 3-MCPDは，

体内で酵素分解され，食品中に含まれること

が好ましくない汚染物質とされる遊離の3-ｸﾛ

ﾛ-1,2-ﾌﾟﾛﾊﾟﾝｼﾞｵｰﾙ(3-MCPD)を生成する可能

性がある。そこで，bound 3-MCPD定量法を検

討した。文献 1)を参考として，ﾅﾄﾘｳﾑﾒﾄｷｼﾄﾞ

でｴｽﾃﾙ交換し， 3-MCPDを生成させ，ﾌｪﾆﾙﾎｳ

酸を用いて誘導体化後GC/MS法に測定する分

析法を検討し，食用油を用いて妥当性確認を

実施したので報告する。本試験法では，遊離

型3-MCPD(free 3-MCPD)も含めた総3-MCPD量

を測定しfree 3-MCPD量を差し引いてbound 

3-MCPD量とした。 

【方法】 

 1) bound 3-MCPD 

試料0.1gにtert-ﾌﾞﾁﾙﾒﾁﾙｴｰﾃﾙ-酢酸ｴﾁﾙ

(8:2)の混液 0.5ml，内標準物質 (3-MCPD-

d5)0.4mgを添加後，0.5mol/Lﾅﾄﾘｳﾑﾒﾄｷｼﾄﾞ-ﾒﾀ

ﾉｰﾙ溶液1mlを加え，10分間放置した。20%塩

化ﾅﾄﾘｳﾑ水溶液3ml及び2-ﾒﾁﾙﾍﾟﾝﾀﾝ3mlを加

え，振とう後，遠心分離した。水層に25%ﾌｪﾆ

ﾙﾎｳ酸/ｱｾﾄﾝ-水(19:1)250mlを加え，80℃で

20分間誘導体化を行った。ﾍｷｻﾝ4mlで抽出

し，ﾍｷｻﾝ層を濃縮乾固し，ﾍｷｻﾝ1mlを加え，

試験溶液とした。3-MCPD(20%塩化ﾅﾄﾘｳﾑ溶

液:0.01～20mg)を添加し同様に操作し，検

量 線 用 標 準 溶 液 (3-MCPD と し て 0.01 ～

20mg/ml)とした。 

2) free 3-MCPD 

試料に内標準物質(3-MCPD-d5)，水及びﾍｷｻ

ﾝを添加後振とうし，水層を多孔性ｹｲｿｳ土ｶﾗﾑ

(ｴｷｽﾄﾚﾙｰﾄ20NT）を用いて固相抽出した。2%ﾌ

ｪﾆﾙﾎｳ酸-酢酸ｴﾁﾙ溶液にて誘導体化後，Inert 

Sep FL-PRにて精製し，試験溶液とした。 

【結果及び考察】3-MCPD濃度と内標準物質と

のﾋﾟｰｸ高さ比から作成した検量線は，0.01～

0.5mg/ml，0.2～20mg/mlの範囲で良好な直

線性を示した(相関係数r＞0.999)。bound 3-

MCPDの検出限界は0.08mg/kg，定量限界は

0.19mg/kgであった。添加回収試験の平均回

収率(2濃度,3回)は96.7，84.2%であった。ま

た，2濃度の添加試験を7回繰り返し，3日間

行い，一元配置の分散分析により求めた室内

再現性精度(RSDR％)は3.5，6.3％であった。

なお，添加回収試験は3-MCPDを用いた。 

最近，本法では分析中に3-MCPDを生成す

る他の物質も測り込むとの報告2)があった。

本試験法は，食品中のbound 3-MCPD分析法と

してはさらに検討する必要があるが，試料中

にbound 3-MCPDが検出されないことの確認手

法として有効と考えられた。 
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